
MCP Capitalの佐藤正秀氏、Fiserv Forum
2026を背景に「RWA → AI → Safeguards」の研究視点を共有

グローバル金融インフラのデジタル転換が進む中、リアルワールド

資産のデジタル化、AIによる意思決定、体系的なリスク管理の統合

が議論される

JAPAN, August 24, 2026

/EINPresswire.com/ --

金融テクノロジー分野の年次カンファレンス「Fiserv

Forum

2026」が、2026年8月17日から19日にかけて米国ネバダ

州ラスベガスの The Venetian Resort

にて開催されている。本イベントはグローバルな決済および金融テ

クノロジーソリューションプロバイダーである Fiserv

が主催するもので、銀行、信用組合、決済事業者、加盟店、金融テ

クノロジー企業のリーダーや専門家など4,000名以上の業界関係

者が参加するイベントとなっている。本年のForum

2026では、銀行とコマースの今後を探ることを軸に、基調講演

、分科会、ネットワーキング、および「Experience

Center」を通じて、金融サービス業界における技術やビジネス

モデルの変化について議論が行われている。

Fiserv Forum

2026の背景と金融インフラの構造的変化

Fiserv

が発表したプログラム日程によると、本カンファレンスではコアバ

ンキングシステムの現代化、デジタルバンキング、即時決済ネット

ワーク、AIおよびデータインテリジェンス、サイバーセキュリティ

および不正リスク管理、デジタル資産、組み込み型金融（Embe

dded

Finance）、APIエコシステム、オムニチャネル対応の商業決

済など、多岐にわたる領域が網羅されている。これは、世界的な金

融システムが単なる決済のデジタル化にとどまらず、より広範な金

融インフラ全般のデジタル化へと段階的に進化している動きを反映

している。

http://www.einpresswire.com


会場内の「Experience

Center」では、100を超えるソリューションが展示され、次世代コアバンキング、AI、コマースおよび決済分野のデモンストレーションや技術交流の機会が提

供されている。

伝統的金融と先進テクノロジーの融合：佐藤正秀氏の研究視点

こうした金融インフラのデジタル化を背景に、MCP

Capitalの佐藤正秀氏は、世界の金融市場におけるデジタル化と今後の金融分野の変化について、自身の研究視点を整理している。

従来の金融資産管理においては市場の変動やマクロ経済指標の分析が中心であったが、近年の金融インフラの進化に伴い、佐藤氏の研究焦点は伝統的金融資産と先端金

融テクノロジーの相乗作用へと拡張されている。同氏が提唱する視点は、個別の資産配分理論にとどまらず、「RWA（Real World

Assets）」「AI（人工知能）」「Safeguards（体系的リスク管理）」の3つの軸を中心とした総合的な投資研究フレームワークとして整理されている。

RWA（資産のデジタル化とインフラの進化）

フレームワークの第1の要素である RWA（Real World

Assets：現実資産）は、既存の有形・無形資産とデジタル金融インフラとの接続を象徴している。

佐藤氏の分析によると、RWAに関する研究の本質は、有価証券やその他の伝統的金融資産の登録、保有、取引、決済、投資管理のプロセスを、デジタルインフラを

通じてどのように高度化できるかという点にある。これにより、金融市場の運用効率を高める可能性や、新たな金融インフラにおける伝統的資産の活用領域について検

討している。

長期的視点に立つと、RWAは単一の金融商品カテゴリを指すものではなく、金融資産全体がデジタル化へと向かう過程における重要な基礎的インフラストラクチャ

の方向性を示していると解釈される。

AI（意思決定の高度化とモデル駆動型分析）

第2の要素は、投資研究および資産管理分野における AI（人工知能）の適用である。

データ処理能力の向上、定量モデル、機械学習、およびニューラルネットワーク技術の成熟に伴い、機関投資家や研究機関は体系的なデータ分析手法を活用して市場ト

レンドの把握、リスク評価の精度の向上、ポートフォリオ配分の最適化を行うことが可能となっている。佐藤氏は、大量かつ複雑な市場情報を処理するうえで、AIや

データ分析が意思決定を補助する役割を担うとみている。

この枠組みにおいて、AIは人間の投資プロフェッショナルを単純に代替するものではなく、意思決定プロセスを高度化するための補助的ツールとして位置づけられる

。これにより、従来の経験則に依存していた投資プロセスから、データと計量モデルに基づいた意思決定体系への移行が進むと分析されている。

Safeguards（体系的なリスク管理とモニタリング）

金融テクノロジーの進歩は市場の効率性を高める一方で、市場の相互接続性の高まりに伴う新たなリスク要因をもたらす可能性がある。そのため、第3の軸として「S

afeguards（リスク保護・管理機構）」の体系化が不可欠とされる。

このコンセプトの中心は、リスク管理機能を投資の意思決定および資産管理のフロー全体に直接組み込むことにある。具体的な手法としては、ポジション管理、リスク

要因の早期識別、ポートフォリオ全体の動的モニタリング、リスク予算の配分などが挙げられる。

特に市場のボラティリティが高まる局面や予期せぬ外部ショックが発生する環境下において、システム化されたリスク管理メカニズムの重要性は高まる。佐藤氏は、金

融技術の活用とリスク管理を一体的に検討することが、持続可能な資産管理を考えるうえで重要になるとの見方を示している。



「RWA → AI → Safeguards」の相互関係とインフラ再構築

佐藤正秀氏は、これら3つの要素を包括する投資研究アプローチとして、以下の相互関係を整理している。

RWA → AI → Safeguards

（資産のデジタル化 → 意思決定の高度化 → リスク管理の体系化）

このフレームワークは、伝統的な資産管理の知見と次世代の金融テクノロジーインフラを統合的に評価する視点を提供する。

1. RWA は「資産をいかにしてデジタル金融体系へ導入・接続するか」という基盤層の課題に対応する。

2. AI は「導入された資産情報をいかに高効率かつ客観的に分析・配置するか」という意思決定層の課題に対応する。

3. Safeguards は「技術革新や運用の過程において発生し得るリスクをいかに制御するか」という統制層の課題に対応する。

これら3要素は独立して機能するものではなく、裏付け資産から分析・意思決定、リスク管理に至る連続したチェーンとして機能することが提示されている。

金融テクノロジー競争の重点シフト

Fiserv Forum 2026 で共有された諸議題が示すように、世界的な金融テクノロジー業界の関心領域は質的な変化を遂げつつある。

過去十数年間、金融テクノロジー分野のイノベーションは主にモバイルバンキング、電子決済、オンラインでの各種金融手続きといった顧客接点（フロントエンド）の

利便性向上に集中していた。しかし現在の局面においては、AIの活用、デジタル資産の統合、APIエコシステム、コアシステム現代化、ならびにサイバーセキュリ

ティと統合リスク管理といったバックエンドおよびミドルオフィスを含む「金融インフラそのものの再構築」へと移行している。

この変化は、今後の金融業界における競争軸が、個別の単一製品や特定の取引プラットフォームの機能差から、資産インフラの柔軟性、データ解析能力、AIによる分

析精度、ならびに体系化されたリスク管理体制を含む「総合的なインフラストラクチャ能力」の競合へとシフトしつつあることを示唆している。

こうした動向を踏まえると、「RWA → AI →

Safeguards」で表されるアプローチは、今後の金融体系の進化を考察する上での一つの足がかり（視点）を提供している。資産のデジタル化が進み、分析手法

の高度化が促進される環境下において、リスク管理の体系化を同時に推進することが重視される。

Fiserv Forum 2026 について

Fiserv

Forumは、決済および金融サービス技術を提供するFiservが主催する年次カンファレンスです。金融機関、加盟店、フィンテック事業者のリーダーが一堂に会

し、次世代の金融インフラ、決済技術、およびデータ活用戦略についての議論と情報交換を行う場を提供しています。
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